
 

第１問 

アイ：９０ ウ：５ エオ：１１ カ：５ キ：５ クケコ：３２３ サシ：５６ スセ：１５ 

 

第２問 

ア：２ イ：１ ウ：１ エ：２ オ：０ カ：０ キ：８ ク：５ ケ：２ コ：１ サ：８ シ：５ 

 

第３問 

ア：２  イ：３  ウ：１  エ：２  オ：１  カ：３  キ：２  ク：２  ケ：２  コ：１ サシ：

４２ ス：７ 

 

第３問 

ア：０  イ：１  ウ：２  エ：１  オ：１  カ：４  キ：１  クケ：１２  コ：２ 

 

(４)証明 

0 ≦ 𝑥 ≦ 𝜋では sin 𝑥 ≧ 0だから 

   𝑒sin𝑥 = 1 + sin 𝑥 +
(sin⁡𝑥)2
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よって 
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であり，𝑛! ≥ 120 ⋅ 6 𝑛−5 (𝑛 ≥ 5) より 
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ゆえに 
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1

2
+
1

6
+

1

24
+

1

100
=
1031

600
. 

また 𝜋 <
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なので 
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ここで 
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より 
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。したがって 

   
5

4
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両辺に 𝜋を掛けて 

   
5

4
𝜋 + 2 > (𝑒 − 1)𝜋. 

以上より 

   ∫ 𝑒sin𝑥
𝜋

0

 𝑑𝑥 ≥
5

4
𝜋 + 2 > (𝑒 − 1)𝜋. 

証明終。 

 

  



 

 

【講評】 

第１問 

標準からやや難の問題が出ていた。公式の使い分け、典型的な処理・理解度を求めるものであった。理解してい

る受験生と、感覚で解いている受験生とをふるい分ける問題であると考えられる。 

第２問 

問題のレベルは標準からやや難であると考えられる。幾何への変換の発想が出来ているかという発想の転換が

必要な問題であったように思われる。 

第３問について 

問題のレベルは標準からやや難と判断できる。外積的発想や交点の中心・最短距離などを考えられれば解ける

問題であった。 

第４問について 

(１)から(３)は標準、(４)はやや難と推察できる。流れを読むちからを要求されているように思われた。 

 

全体として７割取れるとよいように思われた。 

 


